
ジーンズをはじめ、デニム着物やグッズに至るまで、織物産地
井原の上質な素材を使ってこだわりの製品づくりをしていま
す。「ファッションは気持ちを明るくするエネルギー」という想い
を込めて、現在は、色落ちしにくい「反応染め」を中心に、地域
資源である井原デニムを活かしたファッショナブルで快適に
過ごして頂けるマスク作りにも取り組んでいます。マスクを通し
て、井原デニムの風合いの良さや自社のこだわりの縫製を知っ
て頂けるとうれしいですね。
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多角化の歴史の中で培ってきた
職人技術を生かして。

青木被服株式会社 

715 - 0006　岡山県井原市西江原町501 デザイナー / パタンナー / 営業 / 生産管理
事務 / 縫製 /裁断https : //www.aokihifuku .co . jp/　0866 - 62-1105

在籍する職種

　青木被服は、「日本のデニム生地の聖地」と呼ばれる
井原市で、1961年にデニム製品やユニフォームを受注生
産する会社として創業しました。生地から製品までを産
地内で行える環境を作りたいとの思いから始めたといい
ます。そして、1970年代には、デニム生地の生産が活況
に呈したことに伴い、子供や婦人向けジーンズのOEM生
産に注力しました。
　2010年、デザイナーである青木俊樹氏の入社と同時
に、自社ブランド「FAGASSENT / ファガッセン」を立
ち上げ、パリ、ミラノにてメンズコレクションの発表を開
始しました。2016年には井原デニムを着物におとし込ん
だ粋な大人のデニム着物ブランド「PRIX de BUDOU」
の開発チームを設置するなど、デニム産地ならではの上
質な素材を生かした製品展開をしています。いずれも大
量生産・大量販売型ではなく、多角化の歴史の中で培っ
てきた自社工場の職人技術を生かし、高付加価値商品
を提供するデニムブランドを目指しています。
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